
第
一
章
近
世
に
お
け
る
『
老
子
口
義
』
受
容

（
日
且
）

日
本
近
世
に
お
け
る
『
老
子
口
義
』
の
受
容
に
関
し
て
は
、
武
内
義
雄
氏
を

は
じ
め
多
く
の
先
学
に
よ
っ
て
、
既
に
論
及
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

は
じ
め
に

林
羅
山
が
近
世
初
期
を
代
表
す
る
朱
子
学
者
で
あ
る
こ
と
は
今
更
言
う
ま
で

も
な
い
。
し
か
し
、
同
時
に
羅
山
は
近
世
初
期
の
老
子
学
の
第
一
人
者
で
も

あ
っ
た
。
羅
山
は
、
宋
の
林
希
逸
の
『
老
子
口
義
』
（
正
式
に
は
林
希
逸
の
号

「
鹿
斎
」
を
附
し
て
『
老
子
麿
斎
口
義
』
）
に
訓
点
を
施
し
頭
注
を
附
し
、
更

に
は
『
老
子
』
の
和
文
注
釈
書
『
老
子
抄
解
』
の
執
筆
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。

そ
し
て
、
何
よ
り
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
、
羅
山
の
『
老
子
口
義
』
受

容
が
、
羅
山
ひ
と
り
の
問
題
に
留
ま
ら
ぬ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
羅
山
の
『
老

子
口
義
』
受
容
は
、
日
本
に
お
け
る
老
子
受
容
史
上
、
河
上
公
注
か
ら
『
老
子

口
義
』
へ
の
転
換
点
と
い
う
重
要
な
位
置
に
あ
る
。
も
し
、
羅
山
が
『
老
子
口

義
』
を
受
容
し
て
い
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
近
世
に
お
け
る
老
子
学
は
全
く
別
の

様
相
を
呈
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

林
羅
山
の
『
老
子
口
義
』
受
容近

世
に
お
け
る
老
子
学
は
、
『
老
子
』
林
希
逸
注
す
な
わ
ち
『
老
子
口
義
』

（
⑨
Ｌ
）

で
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
中
国
の
古
典
に
関
す
る
学
問
の
多
く

が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
『
老
子
』
に
関
す
る
学
問
も
、
中
世
と
近
世
と
で
は
明

ら
か
に
相
違
す
る
。
相
違
の
一
つ
は
、
そ
れ
を
読
む
た
め
の
注
の
相
違
で
あ

り
、
中
世
で
は
河
上
公
注
が
主
と
し
て
用
い
ら
れ
、
近
世
に
入
る
と
『
老
子
口

（
旬
凹
）

義
』
が
そ
れ
に
代
る
の
で
あ
る
。
近
世
初
期
の
林
羅
山
に
よ
る
『
老
子
口
義
』

の
訓
点
本
の
版
行
を
契
機
と
し
て
、
『
老
子
口
義
』
は
、
そ
の
読
者
層
を
大
き

く
拡
大
し
、
そ
れ
以
前
の
河
上
公
注
に
代
っ
て
、
『
老
子
』
テ
キ
ス
ト
の
大
半

（
４
篭
）

を
独
占
す
る
。
し
か
し
、
祖
侠
門
下
の
学
者
た
ち
が
活
躍
す
る
近
世
中
期
に
な

る
と
林
希
逸
の
解
釈
に
は
必
ず
し
も
満
足
で
き
な
く
な
り
、
さ
ら
に
根
本
的
に

そ
の
本
文
を
校
定
し
、
先
秦
諸
子
と
の
比
較
研
究
に
よ
っ
て
、
『
老
子
』
の
真

（
５
）

義
を
把
握
し
よ
う
と
努
力
す
る
動
き
が
出
て
く
る
の
で
あ
る
。

本
章
で
は
、
近
世
の
主
に
老
子
学
に
関
わ
る
文
献
の
記
述
に
よ
っ
て
、
近
世

に
お
け
る
『
老
子
口
義
』
受
容
の
状
況
に
つ
い
て
概
観
す
る
。

さ
て
、
『
老
子
口
義
』
に
つ
い
て
論
及
さ
れ
た
最
も
早
い
記
述
は
、
元
和
四

年
（
一
六
一
八
）
に
記
さ
れ
た
林
羅
山
の
「
老
子
口
義
賊
」
で
あ
る
。
羅
山
の

『
老
子
口
義
』
受
容
に
関
し
て
は
、
第
二
章
に
お
い
て
考
察
を
行
な
う
が
、
こ

大
野
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こ
で
は
「
老
子
口
義
賊
」
の
一
部
を
引
用
す
る
に
留
め
る
。

本
朝
古
来
、
老
荘
列
を
読
む
者
、
老
は
則
ち
河
上
公
を
用
ひ
、
荘
は
則
ち

郭
象
を
用
ひ
、
列
は
則
ち
張
湛
を
用
ふ
（
中
略
）
未
だ
老
子
希
逸
口
義
に

（
６
）

及
ば
ず
、
今
に
至
り
て
、
人
皆
河
上
に
依
る

羅
山
が
こ
の
賊
を
記
し
た
元
和
四
年
当
時
は
、
老
子
解
釈
に
は
河
上
公
注
が

主
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
、
こ
の
記
述
に
よ
っ
て
分
か
る
。
羅
山
の

『
老
子
口
義
』
受
容
を
契
機
と
し
て
、
近
世
の
老
子
学
は
、
河
上
公
注
か
ら

『
老
子
口
義
』
へ
と
転
換
す
る
。
日
本
に
お
け
る
老
子
受
容
史
上
、
羅
山
の

『
老
子
口
義
』
受
容
は
、
河
上
公
注
か
ら
『
老
子
口
義
』
へ
の
正
に
転
換
点
に

位
置
す
る
。

そ
し
て
、
羅
山
の
「
老
子
口
義
賊
」
が
記
さ
れ
た
元
和
四
年
か
ら
半
世
紀
余

（
ワ
Ｉ
）

り
後
の
延
宝
二
年
（
一
六
七
四
）
に
、
『
老
子
口
義
』
の
加
点
本
に
附
さ
れ
た

徳
倉
昌
堅
の
祓
文
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

道
徳
経
上
下
篇
、
余
嘗
て
諸
註
の
約
言
を
採
り
、
文
字
の
来
源
を
考
へ
、

書
し
て
以
て
梓
に
付
し
、
已
に
二
十
年
に
向
な
ん
と
し
、
旧
刻
の
廃
乱
脱

誤
、
惟
れ
移
し
、
こ
こ
に
於
て
か
剖
剛
氏
重
ね
て
改
正
を
請
ふ
、
余
こ
れ

を
辞
す
る
を
得
ず
、
世
務
の
暇
、
不
足
を
増
補
し
有
余
を
除
却
し
、
以
て

其
の
需
に
応
ず
（
原
漢
文
）

徳
倉
昌
堅
の
散
文
が
記
さ
れ
た
延
宝
二
年
当
時
、
『
老
子
口
義
』
の
訓
点
本

が
、
す
で
に
流
布
し
て
い
た
こ
と
が
、
こ
の
記
述
に
よ
っ
て
推
察
で
き
る
。
ま

（
８
）

た
、
こ
の
翌
年
の
延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）
に
記
さ
れ
た
『
老
子
経
諺
解
』
の

自
序
で
、
山
本
洞
雲
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

本
朝
古
来
、
唯
り
河
上
公
の
み
を
用
ひ
、
其
の
余
有
る
を
知
ら
ず
、
近

世
、
麿
斎
口
義
世
に
行
な
は
れ
、
学
者
専
ら
こ
れ
を
宗
と
す
、
而
し
て
叉

河
上
公
有
る
を
知
ら
ず
、
凡
そ
天
地
の
間
、
此
の
書
を
無
す
べ
か
ら
ず
、

ま
た
此
の
書
を
読
ま
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
而
ど
も
書
の
読
ゑ
難
き
こ
と
ま
た

未
だ
此
の
書
に
如
く
も
の
有
ら
ず
、
口
義
こ
れ
を
諸
家
に
比
す
れ
ば
頗
る

優
な
り
と
為
す
（
原
漢
文
）

延
宝
三
年
当
時
、
『
老
子
』
を
学
ぶ
者
は
、
専
ら
『
老
子
口
義
』
を
用
い
、

河
上
公
注
は
そ
の
存
在
す
ら
忘
れ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
、
こ
の
記
述
に
よ
っ
て

分
か
る
。
こ
の
時
す
で
に
、
河
上
公
注
と
『
老
子
口
義
』
と
の
関
係
は
逆
転
し

て
い
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
羅
山
の
賊
文
が
記
さ
れ
た
元
和
四
年
に
は
、

そ
の
存
在
す
ら
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
『
老
子
口
義
』
が
、
老
子
解
釈
の
拠
り

所
と
し
て
専
ら
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
と
は
対
照
的
に
、
日
本
に
お

け
る
老
子
学
の
独
占
的
地
位
に
あ
っ
た
河
上
公
注
は
、
そ
の
存
在
す
ら
忘
れ
ら

れ
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
全
く
無
反
省
に
河
上
公
注
が
切
り
捨
て
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
は
な

い
。
山
本
洞
雲
の
『
老
子
経
諺
解
』
は
、
『
老
子
口
義
』
に
基
づ
く
和
文
注
釈

書
で
あ
り
、
洞
雲
自
身
も
ま
た
当
時
の
老
子
学
の
時
流
の
中
に
在
っ
た
が
、

「
此
の
書
（
河
上
公
注
）
を
無
す
べ
か
ら
ず
、
ま
た
此
の
書
を
読
ま
ざ
る
べ
か

ら
ず
」
と
、
自
省
と
も
と
れ
る
言
葉
を
添
え
て
い
る
。

ま
た
、
洞
雲
が
『
老
子
経
諺
解
』
の
自
序
を
記
し
た
延
宝
三
年
と
ほ
ぼ
同
時

（
９
）

期
の
延
宝
八
年
（
一
六
八
○
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
老
子
経
通
考
』
の
自
序
に
お

い
て
、
陳
元
寶
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

河
公
の
章
句
を
閣
め
て
、
希
逸
の
口
義
を
用
ふ
る
は
、
こ
れ
則
ち
庸
士
の

理
学
の
昏
昧
に
あ
ら
ず
や
（
原
漢
文
）

河
上
公
注
が
忘
れ
ら
れ
、
代
っ
て
『
老
子
口
義
』
が
専
ら
用
い
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
時
流
へ
の
批
判
の
弁
で
あ
る
。
実
際
、
こ
の
『
老
子
経
通
考
』
は
、

五
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河
上
公
注
に
基
づ
く
老
子
注
釈
書
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
河
上
公
注

復
権
へ
の
動
き
も
、
所
詮
は
蟷
螂
の
斧
で
あ
り
、
河
上
公
注
が
か
つ
て
の
よ
う

に
老
子
解
釈
の
主
流
と
な
る
こ
と
は
再
び
無
か
っ
た
。

さ
て
、
こ
の
陳
元
寶
の
自
序
か
ら
二
十
年
余
り
を
経
た
元
禄
十
五
年
（
一
七

（
皿
）

○
二
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
倭
版
書
籍
考
』
の
「
諸
子
百
家
之
部
」
で
は
、
『
老

子
口
義
』
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
解
説
が
な
さ
れ
て
い
る
。

口
義
は
晩
宋
の
儒
者
、
福
州
の
林
希
逸
作
る
、
老
子
諸
註
の
内
に
て
口
義

に
ま
さ
れ
る
註
解
な
し
、
希
逸
を
盧
斎
と
も
竹
路
と
も
号
す
、
倭
訓
始
て

羅
山
先
生
に
出
た
り

『
老
子
口
義
』
は
「
老
子
諸
註
の
内
に
て
口
義
に
ま
さ
れ
る
註
解
な
し
」
と

極
め
て
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。
ま
た
、
『
倭
版
書
籍
考
』
に
記
載
さ
れ
て

い
る
老
子
注
釈
書
が
、
『
老
子
口
義
』
た
だ
一
本
で
あ
る
こ
と
も
、
『
老
子
口

義
』
へ
の
高
い
評
価
の
表
わ
れ
で
あ
る
。
例
え
ば
、
荘
子
注
釈
書
に
つ
い
て
見

た
場
合
、
『
倭
版
書
籍
考
』
で
は
、
『
荘
子
註
疏
』
を
取
り
上
げ
、
「
晋
の
郭

象
註
３
唐
の
玄
英
法
師
疏
な
り
、
荘
子
の
古
註
な
り
、
荘
子
を
看
る
に
は
先
づ

註
疏
に
依
る
べ
し
、
林
氏
口
義
の
ゑ
を
専
ら
に
看
る
べ
か
ら
ず
」
と
解
説
が
な

さ
れ
て
い
る
。
『
老
子
口
義
』
『
荘
子
口
義
』
と
も
に
林
希
逸
の
著
作
で
あ
り

な
が
ら
、
『
倭
版
書
籍
考
』
の
評
価
に
は
大
き
な
差
異
が
あ
る
。
老
子
注
釈
書

に
関
す
る
限
り
、
『
老
子
口
義
』
に
並
び
称
せ
ら
れ
る
注
釈
書
は
既
に
無
く
、

『
老
子
口
義
』
の
独
占
的
位
置
が
確
立
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
窺
い
知
る
こ
と
が

で
き
る
。

し
か
し
、
時
は
流
れ
古
学
台
頭
の
時
代
に
至
る
や
、
『
老
子
口
義
』
へ
の
批

判
が
、
次
々
と
吹
き
出
し
て
く
る
。
元
文
五
年
（
一
七
四
○
）
、
『
老
子
答
問

（
皿
）
書
』
の
中
で
、
近
藤
舜
政
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

い
か
が
し
た
る
事
に
や
、
此
方
に
て
は
、
盧
斎
の
口
義
盛
に
行
れ
候
、
荘

列
も
同
時
に
て
候
、
夫
故
此
方
の
老
子
者
と
聞
へ
候
も
の
は
、
多
く
は
希

逸
流
に
て
昆
命
に
棗
を
呑
な
ど
申
や
う
に
、
虚
無
自
然
是
老
子
の
道
な
り

と
丸
呑
に
合
点
し
て
、
虚
無
と
は
い
か
成
る
こ
と
、
自
然
と
は
な
に
を
以

て
名
付
け
た
る
ぞ
と
推
尋
る
輩
ま
れ
に
も
無
之
候
、
河
上
公
翁
流
の
老
子

者
是
亦
稀
に
候

元
文
五
年
に
至
っ
て
も
、
「
多
く
は
希
逸
流
」
で
あ
り
、
「
河
上
公
翁
流
の

老
子
者
」
は
少
数
派
で
あ
り
、
老
子
学
の
大
勢
は
変
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
が
分

か
る
。
近
藤
舜
政
は
、
こ
の
時
流
に
批
判
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
舜
政
は
『
老

子
口
義
』
を
排
し
て
河
上
公
注
に
返
ろ
う
と
い
う
の
で
は
な
い
。
こ
こ
が
、
か

つ
て
の
陳
元
賛
の
『
老
子
口
義
』
批
判
と
の
本
質
的
な
差
異
で
あ
る
。
舜
政
は

『
老
子
口
義
』
に
代
る
べ
き
老
子
解
釈
を
模
索
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
（
吃
）

ま
た
、
こ
の
三
年
後
の
寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）
の
『
老
子
愚
読
』
の
自
序

に
お
け
る
渡
辺
操
の
弁
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

今
世
の
人
の
老
子
を
読
む
者
、
多
く
林
盧
斎
の
口
義
に
頼
る
、
我
が
郷
の

小
子
学
生
を
視
る
に
、
ま
た
な
ほ
雨
り
、
陳
ぶ
れ
ば
其
の
書
を
取
り
詳
ら

か
に
こ
れ
を
読
む
に
、
其
の
解
と
経
文
と
相
ひ
合
は
ざ
る
こ
と
居
多
な
り

（
原
漢
文
）

こ
の
記
述
か
ら
も
、
当
時
多
く
の
人
々
が
『
老
子
口
義
』
に
依
っ
て
『
老

子
』
を
読
ん
で
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
、
渡
辺
操
も
ま
た
『
老
子
口

義
』
に
は
批
判
的
で
あ
り
、
そ
の
批
判
も
「
其
の
解
と
経
文
と
相
ひ
合
は
ざ
る

こ
と
居
多
な
り
」
と
具
体
性
を
持
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
『
老
子
愚
読
』
の

巻
末
に
は
、
渡
辺
操
の
師
で
あ
る
太
宰
春
台
に
よ
る
「
春
台
先
生
与
操
書
」
が

附
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
で
春
台
は
「
河
上
公
の
説
、
伝
は
ら
ず
、
今
有
る
所
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の
も
の
、
宋
以
後
の
人
の
偽
作
な
り
」
「
希
逸
氏
こ
れ
（
『
老
子
愚
読
』
）
を

見
れ
ば
、
其
れ
ま
さ
に
夜
遁
げ
せ
ん
と
す
、
痛
快
、
痛
快
」
と
述
べ
て
い
る
。

春
台
も
ま
た
『
老
子
口
義
』
に
対
し
て
極
め
て
批
判
的
で
あ
り
、
同
書
を
駆
逐

（
皿
）

せ
ん
と
す
る
姿
勢
が
窺
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
『
老
子
口
義
』
は
隆
盛
の
一
方
で
、
そ
の
反
動
と
も
言
え
る

批
判
に
晒
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
『
老
子
愚
読
』
以
降
の
少
な
く

と
も
現
存
す
る
老
子
注
釈
書
に
は
、
『
老
子
口
義
』
の
流
行
に
言
及
し
た
記
述

は
見
当
ら
な
く
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
『
老
子
口
義
』
が
他
の
老
子
注

釈
書
に
駆
逐
さ
れ
、
か
つ
て
の
河
上
公
注
の
よ
う
に
、
老
子
注
釈
書
と
Ｌ
て
の

存
在
を
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
例
え
ば
、

（
Ｍ
）

明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
に
戸
崎
允
明
が
記
し
た
『
老
子
正
訓
』
の
自
序
に

は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

王
林
諸
家
の
清
言
に
囿
せ
ら
る
る
の
弊
、
脩
辞
の
際
、
強
解
し
ば
し
ば
畷

く
、
此
れ
意
を
以
て
辞
を
害
へ
ぱ
な
り

こ
こ
で
も
『
老
子
口
義
』
は
王
弼
注
と
と
も
に
批
判
の
対
象
と
な
っ
て
は
い

る
が
、
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
戸
崎
允
明
が
老
子
注
釈
の
「
諸
家
」
の
代

表
と
し
て
、
「
王
林
」
す
な
わ
ち
王
弼
と
林
希
逸
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

（
鴫
）

『
老
子
』
王
弼
注
は
、
祖
侠
学
派
に
用
い
ら
れ
、
近
世
中
期
か
ら
広
く
読
ま
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
の
王
弼
注
と
『
老
子
口
義
』
が
『
老
子
』
の
諸
注
の

代
表
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
『
老
子
口
義
」
の
一
時
期
の

隆
盛
は
、
当
時
す
で
に
衰
え
て
は
い
た
も
の
の
、
既
成
の
老
子
注
釈
書
と
し
て

の
地
位
は
定
着
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
明
和
九
年
（
一
七
七
二
）
の
金

（
妬
）

竜
道
人
の
『
老
子
玄
覧
』
の
「
附
言
六
則
」
、
文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）
の

（
〃
）

東
條
弘
の
『
老
子
王
注
標
識
』
の
自
序
、
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
の
松
本
愚

第
二
章
羅
山
の
『
老
子
ロ
義
』
受
容
の
要
因

す
で
に
第
一
章
に
お
い
て
述
べ
た
よ
う
に
、
羅
山
の
『
老
子
口
義
』
受
容
を

契
機
と
し
て
、
近
世
の
老
子
学
は
、
河
上
公
注
か
ら
『
老
子
口
義
』
へ
と
転
換

す
る
。
日
本
に
お
け
る
老
子
受
容
史
の
上
で
、
羅
山
の
『
老
子
口
義
』
受
容

は
、
河
上
公
注
か
ら
『
老
子
口
義
』
へ
の
転
換
点
と
い
う
重
要
な
位
置
を
占
め

る
。
も
し
羅
山
が
『
老
子
口
義
』
を
受
容
し
て
い
な
か
っ
な
ら
ば
、
近
世
に
お

け
る
老
子
学
は
全
く
別
の
様
相
を
呈
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

羅
山
は
元
和
四
年
、
『
老
子
口
義
』
に
訓
点
を
施
し
頭
注
を
附
し
、
後
に
所

《
肌
）

謂
『
道
春
点
首
書
本
』
と
し
て
出
版
し
、
さ
ら
に
は
『
老
子
口
義
』
に
基
づ
く

（
釦
）

和
文
注
釈
書
『
老
子
抄
解
』
の
執
筆
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。
で
は
、
羅
山
は
何

故
『
老
子
口
義
』
を
受
容
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
章
で
は
、
こ
の
問
題
、
す

な
わ
ち
羅
山
の
『
老
子
口
義
』
受
容
の
要
因
に
つ
い
て
考
察
を
行
な
っ
て
ゆ
き

（
狐
）

た
い
。羅
山
の
『
老
子
口
義
』
受
容
の
要
因
の
第
一
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、

河
上
公
注
に
対
す
る
新
注
と
し
て
の
『
老
子
口
義
』
の
必
要
性
で
あ
る
。
羅
山

は
、
『
荘
子
』
に
関
し
て
も
『
老
子
』
と
同
様
に
、
林
希
逸
の
著
わ
し
た
『
荘

子
口
義
』
を
用
い
て
い
る
。

（
肥
）

山
の
『
老
子
評
註
』
の
「
凡
例
」
等
に
お
い
て
も
、
既
成
の
老
子
注
釈
書
と
し

て
、
林
希
逸
『
老
子
口
義
』
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
羅
山
の
「
老
子
口
義

賊
」
が
記
さ
れ
た
元
和
四
年
か
ら
時
を
隔
て
る
こ
と
二
世
紀
余
り
、
『
老
子
口

義
』
は
ま
だ
生
き
続
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

以
上
、
第
一
章
で
は
、
林
羅
山
の
『
老
子
口
義
』
受
容
の
考
察
に
先
立
っ

て
、
近
世
に
お
け
る
『
老
子
口
義
』
受
容
の
状
況
を
概
観
し
た
。

五



し
か
し
、
『
荘
子
口
義
』
の
受
容
は
、
羅
山
自
ら
の
積
極
的
選
択
に
よ
る
も

の
で
は
な
く
、
建
仁
寺
時
代
に
永
雄
か
ら
授
け
ら
れ
た
も
の
の
継
承
に
過
ぎ
な

（
狸
）
い
・
・
こ
れ
に
対
し
て
、
『
老
子
口
義
』
の
受
容
は
状
況
を
異
に
し
て
い
る
。
羅

山
は
『
老
子
口
義
』
受
容
以
前
に
は
、
河
上
公
注
に
依
っ
て
『
老
子
』
を
読
ん

で
い
た
。
第
一
章
で
も
述
べ
た
通
り
、
当
時
、
河
上
公
注
に
依
っ
て
『
老
子
』

を
読
む
こ
と
は
、
羅
山
ひ
と
り
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
近
世
初
頭
に
お
い

て
は
、
そ
れ
が
老
子
学
の
時
流
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
近
世
初
頭
に
著
わ
さ
れ

人
口
に
膳
炎
し
て
い
た
『
徒
然
草
寿
命
院
抄
』
に
は
、
『
老
子
』
『
荘
子
』
か

ら
の
引
用
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
が
、
『
荘
子
』
の
引
用
に
際
し
て
は
、
注
釈

と
し
て
『
荘
子
口
義
』
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
『
老
子
』
の
引
用

に
際
し
て
は
、
注
釈
と
し
て
河
上
公
注
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

『
荘
子
口
義
』
が
す
で
に
広
く
読
ま
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
『
老
子
口
義
』

は
、
羅
山
の
受
容
以
前
に
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
『
老
子
』
の
注
釈

と
し
て
は
、
広
く
河
上
公
注
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。
特
に
、
前
代
の
漢
学
者
と

し
て
羅
山
が
強
く
意
識
し
て
い
た
清
原
家
の
人
々
も
、
や
は
り
『
老
子
』
の
注

釈
と
し
て
河
上
公
注
を
用
い
て
い
た
こ
と
は
、
重
要
な
意
味
が
あ
る
。
『
老
子
』

に
お
け
る
河
上
公
注
と
『
老
子
口
義
』
と
の
関
係
は
、
儒
家
の
経
典
に
お
け
る

漢
唐
訓
詰
学
の
古
注
と
宋
学
の
新
注
と
の
関
係
を
佑
佛
さ
せ
る
。
儒
家
の
経
典

の
攻
な
ら
ず
、
『
老
子
』
に
お
い
て
も
、
河
上
公
注
と
い
う
古
注
に
対
す
る
新

注
を
取
り
入
れ
る
必
要
を
、
羅
山
は
感
じ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
し
て
、
宋

儒
で
あ
る
林
希
逸
が
著
わ
し
た
『
老
子
口
義
』
こ
そ
が
、
新
注
と
し
て
最
も
ふ

さ
わ
し
い
老
子
解
釈
で
あ
る
と
羅
山
は
見
な
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
ま

（
調
）

た
、
自
ら
の
見
出
し
た
『
老
子
口
義
』
の
優
越
を
主
張
す
る
こ
と
は
、
当
時
旧

態
依
然
と
し
て
河
上
公
注
を
用
い
て
い
た
人
々
へ
の
対
抗
意
識
で
あ
り
、
羅
山

さ
て
、
『
老
子
口
義
』
受
容
の
要
因
と
し
て
提
示
し
た
第
一
は
、
『
老
子
口

義
』
の
内
容
以
前
の
問
題
で
あ
っ
た
が
、
以
降
は
『
老
子
口
義
』
の
内
容
に
即

し
て
、
羅
山
の
受
容
の
要
因
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
て
ゆ
く
。

受
容
の
要
因
の
第
二
、
そ
れ
は
、
『
老
子
』
の
中
に
厳
然
と
存
在
し
て
い
る

儒
家
思
想
へ
の
鋭
い
批
判
の
矛
先
を
、
『
老
子
口
義
』
が
巧
承
に
か
わ
し
て
い

る
点
で
あ
る
。
例
え
ば
、
『
老
子
』
に
お
け
る
儒
家
思
想
批
判
と
し
て
最
も
よ

く
知
ら
れ
て
い
る
『
老
子
』
第
十
八
章
の
「
大
道
廃
有
仁
義
」
と
い
う
部
分
に

対
し
て
、
『
老
子
口
義
』
で
は
次
の
よ
う
な
注
釈
が
付
け
ら
れ
て
い
る
㈲

大
道
行
な
は
る
る
と
き
は
、
則
ち
仁
義
其
の
中
に
在
り
、
仁
義
の
名
立
ち

て
、
道
漸
く
潤
し
、
故
に
曰
く
、
大
道
廃
れ
て
仁
義
有
り
と

『
老
子
口
義
』
の
解
釈
に
よ
れ
ば
、
「
大
道
」
と
「
仁
義
」
と
は
相
対
立
す

る
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
批
判
さ
れ
る
べ
き
対
象
は
、
「
仁
義
」
で
は

な
く
「
仁
義
の
名
」
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
は
、

河
上
公
注
に
お
い
て
も
す
で
に
行
な
わ
れ
て
い
た
。
河
上
公
注
は
次
の
と
お
り

で
あ
る
。大
道
の
時
、
家
に
孝
子
あ
り
、
戸
に
忠
臣
仁
義
あ
り
、
見
え
ざ
る
な
り
：
．

：
。
猶
ほ
日
中
盛
明
に
し
て
、
衆
星
光
を
失
す
る
が
ご
と
き
も
の
な
り

太
陽
の
輝
い
て
い
る
日
中
は
、
空
に
沢
山
の
星
は
あ
る
も
の
の
、
そ
の
光
は

見
え
な
い
。
こ
れ
と
同
様
に
「
大
道
」
の
世
に
は
「
仁
義
」
が
存
在
し
て
い
て

も
、
誰
も
気
づ
か
な
い
の
で
あ
る
、
と
い
う
解
釈
で
あ
る
。
こ
の
解
釈
は
、

『
老
子
口
義
』
の
「
大
道
行
な
は
る
る
と
き
は
、
則
ち
仁
義
其
の
中
に
在
り
」

と
い
う
解
釈
と
相
通
ず
る
解
釈
で
あ
る
。

自
身
の
独
自
性
を
誇
示
す
る
目
的
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

五
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と
こ
ろ
が
、
『
老
子
』
第
三
十
八
章
に
関
し
て
は
、
河
上
公
注
の
解
釈
と

『
老
子
口
義
』
の
解
釈
は
大
き
く
異
な
る
。
『
老
子
』
第
三
十
八
章
の
「
失
道

而
後
徳
、
失
徳
而
後
仁
、
失
仁
而
後
義
、
失
義
而
後
礼
、
夫
礼
者
忠
信
之
薄
而

乱
之
首
也
」
に
対
し
て
、
河
上
公
注
の
解
釈
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

道
衰
へ
て
徳
化
生
ず
る
な
り
：
：
：
夫
れ
礼
は
忠
信
の
薄
き
と
は
、
言
ふ
こ

こ
ろ
は
、
礼
は
本
を
廃
し
末
を
治
む
、
忠
信
日
に
以
て
衰
薄
な
り
、
而
し

て
乱
の
首
な
り
と
は
、
言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
礼
は
質
を
賤
ゑ
て
文
を
貴
ぶ
、

故
に
正
直
日
に
以
て
少
な
く
、
邪
乱
日
に
以
て
生
ず
る
な
り

河
上
公
注
は
、
『
老
子
』
第
三
十
八
章
の
本
文
に
即
し
、
『
老
子
』
の
重
ん

ず
る
「
道
」
を
最
高
位
に
置
き
、
道
ｌ
徳
ｌ
仁
ｌ
義
ｌ
礼
の
序
列
を
強
調
し
、

最
下
位
に
据
え
ら
れ
た
「
礼
」
に
つ
い
て
は
、
『
老
子
』
本
文
の
「
礼
」
に
対

す
る
批
判
を
強
調
し
具
体
的
に
説
明
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
『
老
子
口
義
』
で
は
、
『
老
子
』
第
三
十
八
章
に
代
表
さ
れ
る
儒

家
思
想
批
判
に
対
し
て
、
強
引
と
も
思
わ
れ
る
新
し
い
解
釈
が
行
な
わ
れ
て
い

る
。
『
老
子
口
義
』
第
三
十
八
章
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

老
子
の
仁
義
礼
を
言
ふ
、
其
の
字
義
、
皆
、
孔
孟
と
同
じ
か
ら
ず
、
其
の

書
に
就
き
て
其
の
意
を
求
む
れ
ば
可
な
り

こ
の
『
老
子
口
義
』
の
解
釈
に
よ
れ
ば
、
『
老
子
』
の
中
で
論
じ
ら
れ
て
い

る
「
仁
」
「
義
」
「
礼
」
と
い
う
言
葉
の
意
味
は
、
儒
家
思
想
に
言
う
と
こ
ろ

の
「
仁
」
「
義
」
「
礼
」
の
意
味
と
は
、
そ
も
そ
も
異
な
っ
て
お
り
、
し
た

が
っ
て
『
老
子
』
の
中
で
、
た
と
え
「
仁
」
「
義
」
「
礼
」
等
を
軽
ん
じ
、
あ

る
い
は
否
定
す
る
表
現
が
あ
ろ
う
と
も
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
儒
家
思
想
へ
の
批

判
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
こ
れ
に
類
す
る

（
別
）
（
溺
）

解
釈
は
、
他
に
第
二
十
章
お
よ
び
第
二
十
一
章
に
お
い
て
も
述
べ
ら
れ
て
い

次
に
、
羅
山
の
『
老
子
口
義
』
受
容
の
要
因
の
第
三
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ

と
は
、
『
老
子
口
義
』
の
特
色
の
一
つ
で
あ
る
「
無
容
心
（
心
を
容
る
る
こ
と

無
し
）
」
に
よ
る
老
子
解
釈
で
あ
る
。
そ
の
具
体
的
事
例
を
一
つ
示
そ
う
。

『
老
子
』
第
五
章
「
天
地
不
仁
、
以
万
物
為
翻
狗
聖
人
不
仁
、
以
百
姓
為
劉

狗
：
：
・
・
」
に
対
し
て
、
『
老
子
口
義
』
は
次
の
よ
う
な
解
釈
を
し
て
い
る
。

此
の
章
の
大
旨
、
天
地
は
物
を
生
ず
る
に
、
心
を
容
る
る
こ
と
無
く
、
聖

人
は
民
を
養
ふ
に
、
心
を
容
る
る
こ
と
無
し
と
日
ふ
に
過
ぎ
ず

そ
し
て
、
こ
の
『
老
子
口
義
』
の
解
釈
を
承
け
て
、
羅
山
の
著
わ
し
た
和
文

注
釈
書
『
老
子
抄
解
』
で
は
、

天
地
無
心
ニ
シ
テ
、
万
物
ヲ
生
ジ
、
聖
人
無
心
ニ
シ
テ
、
万
物
ヲ
養
う
、

コ
レ
ヲ
不
仁
ト
云
リ

と
し
て
い
る
。
『
老
子
口
義
』
の
「
無
容
心
（
心
を
容
る
る
こ
と
無
し
）
」
と

『
老
子
抄
解
』
の
「
無
心
」
は
、
同
義
と
考
え
て
差
し
支
え
な
か
ろ
う
。
「
無

心
」
で
あ
る
べ
き
主
体
は
、
「
天
地
」
で
あ
り
、
「
聖
人
」
で
あ
る
。
「
天
地
」

》
（
》
◎

こ
の
よ
う
な
『
老
子
口
義
』
の
解
釈
は
、
『
老
子
』
が
本
来
持
つ
儒
家
思
想

へ
の
批
判
と
い
う
鋭
い
矛
先
の
方
向
を
そ
ら
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
言
い
換
え

れ
ば
、
儒
家
思
想
へ
の
批
判
思
想
、
対
立
思
想
と
し
て
の
『
老
子
』
の
毒
を
抜

い
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
『
老
子
口
義
』
に
お
い
て
、
老
子
思
想
は
儒

家
思
想
に
、
言
わ
ば
懐
柔
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
儒
家
思
想
が
時

代
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
中
軸
に
あ
っ
た
当
時
、
羅
山
は
勿
論
の
こ
と
、
羅
山
以

降
の
儒
者
に
と
っ
て
も
、
『
老
子
口
義
』
と
い
う
フ
ィ
ル
タ
ー
を
経
た
老
子
思

想
は
、
極
め
て
受
け
容
れ
易
い
も
の
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

五
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は
万
物
を
生
み
出
す
に
際
し
て
「
無
心
」
で
あ
り
、
同
様
に
「
聖
人
」
は
民
を

養
う
に
際
し
て
「
無
心
」
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

羅
山
の
『
老
子
抄
解
』
に
は
、
こ
の
他
に
も
、
「
無
心
」
と
同
義
で
「
心
ヲ

用
ル
コ
ト
ナ
シ
」
等
の
表
現
を
用
い
て
、
「
心
」
の
介
入
を
否
定
し
て
い
る
部

分
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
（
以
降
、
『
老
子
口
義
』
お
よ
び
『
老
子
抄
解
』
に

お
け
る
、
こ
の
よ
う
な
「
心
」
の
介
入
の
否
定
を
、
総
称
し
て
「
無
心
」
と
呼

ぶ
こ
と
に
す
る
）
。
『
老
子
抄
解
』
中
、
「
無
心
」
に
よ
る
老
子
解
釈
は
、
三
十

事
例
に
も
及
ぶ
。
そ
し
て
、
そ
の
三
十
事
例
中
、
二
十
事
例
は
『
老
子
口
義
』

か
ら
の
継
承
で
あ
る
が
、
残
り
の
十
事
例
は
、
『
老
子
抄
解
』
に
お
い
て
、
羅

山
が
新
た
に
付
け
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
羅
山
は
、
「
無
心
」
に
よ
る

老
子
解
釈
を
、
『
老
子
口
義
』
か
ら
継
承
す
る
の
象
な
ら
ず
、
そ
の
適
用
の
範

囲
を
広
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
取
り
も
直
さ
ず
、
『
老
子
口

義
』
の
「
無
心
」
に
よ
る
老
子
解
釈
に
、
羅
山
が
共
感
を
示
し
て
い
た
こ
と
を

意
味
す
る
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

で
は
、
老
子
解
釈
に
お
け
る
「
無
心
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
ろ
う

か
。
結
論
か
ら
先
に
言
え
ば
、
「
無
心
」
と
は
、
絶
対
的
秩
序
へ
の
完
全
な
る

依
存
の
状
態
で
あ
る
。
「
無
心
」
の
前
提
に
は
、
絶
対
的
秩
序
の
存
在
が
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
絶
対
的
秩
序
は
、
『
老
子
抄
解
』
の
中
で

は
、
「
天
道
」
「
天
ノ
道
」
「
天
地
ノ
理
」
「
自
然
ノ
道
」
「
自
然
ノ
理
」
等

の
言
葉
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
『
老
子
抄
解
』
第
九
章
で
は
次
の
よ

う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

天
ノ
道
〈
、
春
来
テ
物
ヲ
生
ズ
ル
功
ア
リ
、
ヤ
ガ
テ
去
テ
、
夏
ト
ナ
ル
、

秋
〈
物
ヲ
オ
サ
ム
ル
功
ア
リ
、
ヤ
ガ
テ
退
テ
、
冬
ト
ナ
ル
、
是
四
時
ノ
功

成
名
遂
ナ
リ
、
日
中
ナ
レ
パ
、
必
カ
タ
ム
ク
、
月
、
、
、
ツ
レ
バ
、
必
カ
ク
、

寒
コ
ト
来
レ
バ
、
ア
ッ
キ
コ
ト
去
、
皆
是
天
ノ
道
也

『
老
子
』
第
九
章
の
「
天
之
道
」
に
対
す
る
注
釈
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
「
天

ノ
道
」
は
、
春
夏
秋
冬
、
日
月
、
寒
暑
な
ど
の
自
然
界
の
永
久
不
変
の
秩
序
に

職
え
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
絶
対
的
秩
序
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
で

は
、
こ
の
よ
う
な
絶
対
的
秩
序
に
対
し
て
「
無
心
」
で
あ
る
と
は
、
ど
の
よ
う

な
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
『
老
子
抄
解
』
第
三
十
二
章
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

天
下
ノ
民
、
自
生
ジ
自
養
上
、
ヒ
ト
シ
カ
ラ
ズ
ト
云
コ
ト
ナ
シ
、
誰
カ
シ

カ
ラ
シ
ム
ル
ャ
、
コ
レ
自
然
ノ
道
ナ
リ
、
若
、
心
ア
リ
テ
、
セ
シ
ム
ル
ト

キ
ハ
、
民
ヒ
ト
シ
カ
ラ
ズ

『
老
子
』
第
三
十
二
章
の
「
人
莫
之
令
、
而
自
均
」
に
対
す
る
、
『
老
子
口

（
妬
）

義
』
に
基
づ
く
解
釈
で
あ
る
。
絶
対
的
秩
序
で
あ
る
「
自
然
ノ
道
」
に
従
わ

ず
、
「
心
ア
リ
テ
」
す
な
わ
ち
「
無
心
」
と
な
ら
ず
に
、
民
を
治
め
よ
う
と
す

れ
ば
、
「
自
然
ノ
道
」
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
て
い
る
秩
序
を
乱
す
こ
と
に
な

る
。
裏
返
せ
ば
、
「
無
心
」
で
あ
り
さ
え
す
れ
ば
、
お
の
ず
か
ら
絶
対
的
秩
序

が
実
現
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
に
言
う
「
心
」
と
は
、

絶
対
的
秩
序
の
実
現
を
妨
げ
る
障
害
物
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

で
は
、
林
希
逸
が
、
そ
し
て
羅
山
が
、
老
子
思
想
に
内
在
す
る
と
考
え
て
い

た
、
こ
の
絶
対
的
秩
序
に
対
す
る
「
無
心
」
の
思
想
は
、
羅
山
の
思
想
と
ど
の

よ
う
な
関
係
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
、
羅
山
の
朱
子
学
理
解
が
示

さ
れ
た
『
春
鑑
抄
」
に
目
を
転
じ
て
承
よ
う
。
『
春
鑑
抄
』
に
お
い
て
も
、
絶

対
的
秩
序
の
存
在
に
つ
い
て
は
強
調
さ
れ
、
先
に
示
し
た
『
老
子
抄
解
』
第
九

章
に
類
似
し
た
表
現
に
よ
っ
て
、
絶
対
的
秩
序
が
自
然
界
の
永
久
不
変
の
秩
序

に
愉
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
、
『
春
鑑
抄
』
に
は
、
「
心
」
を

否
定
し
「
無
心
」
で
あ
る
こ
と
を
促
す
よ
う
な
表
現
は
無
い
。
む
し
ろ
『
春
鑑

五
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抄
』
で
は
、
「
心
」
は
肯
定
的
な
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
で
は
、
羅
山
の

絶
対
的
秩
序
に
対
す
る
「
無
心
‐
一
の
思
想
と
『
春
鑑
抄
』
に
お
け
る
朱
子
学
思

想
と
は
、
整
合
性
を
持
っ
て
い
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

さ
て
、
『
春
鑑
抄
』
に
お
い
て
、
『
老
子
抄
解
』
の
「
天
道
」
「
天
ノ
道
」

「
天
地
ノ
理
」
「
自
然
ノ
道
」
「
自
然
ノ
理
」
等
の
絶
対
的
秩
序
を
表
わ
す
言

葉
に
相
当
す
る
表
現
は
、
「
天
理
」
あ
る
い
は
「
天
理
自
然
」
と
い
う
語
で
あ

る
。
『
春
鑑
抄
』
「
五
常
」
の
中
か
ら
、
そ
の
一
例
を
示
そ
う
。

人
一
天
天
理
自
然
ノ
性
ヲ
ウ
ヶ
テ
、
仁
義
ノ
心
ナ
キ
人
ハ
ナ
ヶ
レ
ド
モ
、

（
”
）

人
欲
ノ
私
二
陥
溺
セ
ラ
レ
テ
、
仁
心
ヲ
失
フ
ゾ

す
で
に
述
べ
た
通
り
、
『
春
鑑
抄
』
に
お
い
て
「
心
」
は
肯
定
的
な
意
味
で

用
い
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
考
え
な
け
れ
は
な
ら
な
い
こ
と
は
、
絶

対
的
秩
序
に
対
す
る
「
無
心
」
の
思
想
に
お
け
る
「
心
」
と
、
『
春
鑑
抄
』
に

お
け
る
「
心
」
が
、
果
し
て
同
義
で
あ
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
『
春

鑑
抄
』
に
お
け
る
「
心
」
は
、
言
わ
ば
「
天
理
自
然
」
の
あ
ら
わ
れ
る
場
で
あ

り
、
絶
対
的
秩
序
に
対
す
る
「
無
心
」
の
思
想
に
お
け
る
「
心
」
と
は
全
く
別

の
概
念
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
『
春
鑑
抄
』
「
仁
」
か
ら
、
「
天
理
」
に
言
及
が

な
さ
れ
て
い
る
部
分
を
、
も
う
一
例
示
そ
う
。

二
シ
三
ツ
ニ
ナ
ル
童
子
ガ
井
ノ
ハ
タ
ニ
居
テ
、
井
ノ
中
へ
落
チ
ン
ト
シ

テ
、
危
キ
ヲ
見
テ
ハ
、
誰
ガ
見
テ
モ
、
ア
ハ
ャ
、
カ
ナ
シ
ャ
ト
思
ハ
ヌ
モ

ノ
ハ
ア
ル
マ
ヒ
ゾ
、
コ
レ
ハ
、
ソ
ノ
子
ノ
親
卜
知
音
一
一
モ
ァ
ラ
ネ
ド
モ
、

カ
ヤ
ウ
｜
一
思
う
〈
、
天
理
ノ
マ
マ
、
性
ノ
マ
マ
ニ
シ
テ
、
人
欲
ノ
私
ノ
ソ

ッ
ト
モ
マ
ジ
ハ
ラ
ヌ
’
一
ヨ
リ
テ
、
ヤ
レ
、
カ
ナ
シ
ヤ
ト
思
ハ
ル
ル
ゾ

絶
対
的
秩
序
に
対
す
る
「
無
心
」
の
思
想
に
お
い
て
、
「
心
」
は
絶
対
的
秩

序
の
実
現
を
妨
げ
る
障
害
物
で
あ
っ
た
。
で
は
、
『
春
鑑
抄
』
に
お
い
て
、

最
後
に
、
羅
山
の
『
老
子
口
義
』
受
容
の
要
因
の
第
四
と
し
て
考
え
ら
れ
る

こ
と
は
、
『
老
子
口
義
』
が
頻
繁
に
儒
家
の
経
典
の
言
葉
を
引
用
し
て
、
老
子

解
釈
を
行
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
『
老
子
口
義
』
に
お
け
る
儒
家
の
経
典
の

（
羽
）

引
用
に
つ
い
て
整
理
す
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

第
一
章
：
：
：
：
．
『
易
経
』
「
繋
辞
・
上
」
「
説
卦
」
『
礼
記
」
「
礼
運
」

第
二
章
・
…
…
：
『
論
語
』
「
泰
伯
」
『
易
経
』
「
繋
辞
・
上
」
『
詩
経
』
「
関

碓
」
『
書
経
』
「
説
命
」

「
天
理
自
然
」
あ
る
い
は
「
天
理
」
の
実
現
を
妨
げ
る
障
害
物
と
は
何
か
。
す

で
に
示
し
た
「
五
常
」
と
「
仁
」
の
二
つ
の
引
用
部
分
を
見
れ
ば
、
そ
の
障
害

物
が
「
人
欲
ノ
私
」
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
す
な
わ
ち
、
絶
対
的
秩
序
に
対

す
る
「
無
心
」
の
思
想
に
お
け
る
「
心
」
は
、
『
春
鑑
抄
』
の
思
想
構
造
に
お

け
る
「
人
欲
ノ
私
」
に
相
当
す
る
概
念
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
無
論
、
両

者
は
同
義
で
は
な
い
。
だ
が
、
絶
対
的
秩
序
の
実
現
を
妨
げ
る
障
害
物
で
あ
る

と
い
う
点
に
お
い
て
、
両
者
は
同
質
の
概
念
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
、
「
心
」
あ
る
い
は
「
人
欲
ノ
私
」
と
い
う
障
害
物
を
排
除
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
こ
そ
、
絶
対
的
秩
序
は
実
現
す
る
と
す
る
思
想
構
造
に
お
い
て
、
絶

対
的
秩
序
に
対
す
る
「
無
心
」
の
思
想
は
、
『
春
鑑
抄
』
に
示
さ
れ
た
羅
山
の

朱
子
学
思
想
と
整
合
性
を
有
し
て
い
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

『
老
子
口
義
』
は
、
絶
対
的
秩
序
の
実
現
を
妨
げ
る
障
害
物
の
排
除
を
強
調

す
る
老
子
解
釈
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
思
想
構
造
は
、
羅
山
の
朱
子
学
思

想
と
も
整
合
性
を
持
っ
て
い
た
。
羅
山
は
、
『
老
子
口
義
』
と
の
避
遁
に
よ
っ

て
、
自
ら
の
拠
り
所
と
す
る
朱
子
学
思
想
と
老
子
思
想
と
の
思
想
的
共
通
性
を

見
出
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。

五
七



第
三
章
。
：
・
・
・

第
五
章
：
：
．
、

第
十
三
章
：
．

第
十
六
章
：
、

第
十
七
章
：

第
十
九
章
：
、

第
二
十
一
章

第
二
十
四
章

第
二
十
六
章

第
二
十
八
章

第
三
十
章
．
：

第
三
十
一
章

第
三
十
三
章

第
三
十
八
章

第
三
十
九
章

第
四
十
章
．
：

第
四
十
一
章

第
四
十
二
章

第
四
十
七
章

第
四
十
九
章

第
五
十
一
章

第
五
十
五
章

第
五
十
六
章

第
五
十
九
章
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十 ． ｰ
詮事 司六

象 尽年 些 庸
L一 .ｰ 心

司

繋 。
上

辞 Lー
●

上
L一

む
す
び
に
か
え
て

本
稿
で
は
、
第
一
章
に
お
い
て
、
近
世
に
お
け
る
『
老
子
口
義
』
受
容
の
状

況
に
つ
い
て
概
観
し
、
近
世
初
頭
の
羅
山
の
『
老
子
口
義
』
受
容
が
、
日
本
の

老
子
受
容
史
に
与
え
た
意
義
の
大
き
さ
を
確
認
し
、
続
い
て
第
二
章
で
は
、
羅

第
六
十
二
章
：
．
『
論
語
』
「
顔
淵
」
『
孟
子
』
「
離
婁
・
下
」
「
尽
心
・
上
」

「
離
婁
・
下
」

第
六
十
六
章
…
『
易
経
』
「
繋
辞
・
上
」
『
書
経
』
「
大
禺
謨
」

第
六
十
七
章
：
．
『
孟
子
』
「
告
子
・
上
」
『
春
秋
左
氏
伝
』
「
僖
公
・
二
十
三

年
」
「
僖
公
・
二
十
八
年
」
「
哀
公
・
十
六
年
」

第
六
十
九
章
…
『
詩
経
』
「
撃
鼓
」

第
七
十
三
章
…
『
論
語
』
「
述
而
」
『
易
経
』
「
繋
辞
・
上
」

第
七
十
四
章
：
．
『
書
経
』
「
泉
陶
謨
」

第
七
十
七
章
…
『
易
経
』
「
謙
・
象
」
「
損
・
象
」

第
八
十
章
：
：
。
『
孟
子
』
「
公
孫
丑
・
上
」

老
子
解
釈
に
お
い
て
『
易
経
』
を
参
考
に
す
る
こ
と
は
、
極
め
て
必
然
的
な

こ
と
で
は
あ
る
が
、
『
論
語
』
『
孟
子
』
等
の
儒
家
の
経
典
中
の
言
辞
を
、
こ

の
よ
う
に
頻
繁
に
引
用
し
て
い
る
点
は
、
『
老
子
口
義
』
の
特
筆
す
べ
き
傾
向

で
あ
る
。
『
老
子
口
義
』
の
こ
の
よ
う
な
傾
向
に
対
し
て
、
儒
者
を
自
認
し
、

博
覧
強
記
を
自
負
し
、
こ
と
あ
る
ご
と
に
漢
籍
か
ら
得
た
知
識
を
用
い
て
物
事

を
説
明
し
よ
う
と
し
た
羅
山
が
、
共
感
を
覚
え
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
十
分
に

考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

以
上
、
第
二
章
で
は
、
羅
山
の
『
老
子
口
義
』
受
容
の
要
因
に
つ
い
て
、
四

つ
の
観
点
か
ら
考
察
を
行
な
っ
た
。

五
八



山
の
『
老
子
口
義
』
受
容
の
要
因
に
つ
い
て
考
察
を
行
な
っ
た
。

で
は
、
『
老
子
口
義
」
は
羅
山
の
思
想
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
む
す
び
に
か
え
て
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
若
干
の
附
言
を
し
て
お

き
た
い
。

さ
て
、
羅
山
晩
年
の
慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）
に
著
わ
さ
れ
た
『
六
餡
』
の

和
文
注
釈
書
『
六
轄
諺
解
』
の
「
文
啓
」
に
は
、
「
文
王
間
太
公
日
、
聖
人
何

守
、
太
公
日
、
何
憂
何
晉
、
万
物
皆
得
、
何
音
何
憂
、
万
物
皆
邇
」
に
対
す
る

注
釈
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

聖
人
、
天
下
ヲ
得
ン
ト
思
フ
ノ
心
ナ
シ
、
又
天
下
〈
大
ナ
ル
重
宝
ナ
リ
ト

テ
、
ヲ
シ
ム
心
モ
ナ
シ
、
ウ
レ
フ
ル
コ
ト
ナ
ケ
レ
パ
、
ヲ
シ
ム
心
モ
ナ

シ
、
自
然
ノ
マ
マ
ニ
ス
ル
ニ
ョ
リ
テ
、
天
下
ノ
万
物
ヲ
得
ナ
リ
、
既
二
天

下
ヲ
得
ダ
ル
時
ニ
ハ
、
何
ヲ
カ
ヲ
シ
ミ
、
何
ヲ
ヵ
憂
慮
ン
、
聖
人
、
天
下

ヲ
治
ン
ト
思
う
心
ナ
シ
、
自
然
ノ
マ
マ
ニ
ス
ル
ニ
ョ
リ
テ
、
天
下
ノ
万
物

コ
ト
ゴ
ト
ク
皆
迺
ル
、
迺
〈
聚
ナ
リ
、
天
下
ヲ
得
ル
ー
心
ナ
ク
、
天
下
ヲ

タ
モ
ッ
ニ
心
ナ
シ
、
心
ナ
ヶ
レ
パ
、
憂
モ
ナ
ク
、
又
惜
コ
ト
モ
ナ
シ
、
自

然
一
一
シ
テ
、
天
下
ヲ
得
、
自
然
ニ
シ
テ
、
天
下
ヲ
タ
モ
ッ
、
故
二
万
民
安

（
”
）

ク
、
万
物
ア
ッ
マ
リ
、
天
下
平
ナ
リ

聖
人
が
無
心
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
天
下
の
万
物
は
聖
人
の
も
と
に
集
ま

り
、
万
民
は
安
息
し
、
天
下
は
治
ま
る
と
い
う
趣
旨
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ

こ
に
は
、
第
二
章
に
お
い
て
、
羅
山
の
『
老
子
口
義
』
受
容
の
要
因
の
第
三
と

し
て
提
示
し
た
絶
対
的
秩
序
に
対
す
る
「
無
心
」
の
思
想
の
影
響
を
見
出
す
こ

と
が
で
き
る
。
『
六
霜
諺
解
』
に
お
い
て
は
、
絶
対
的
秩
序
に
関
し
て
明
言
さ

れ
て
は
い
な
い
が
、
「
自
然
ノ
マ
言
一
ス
ル
」
と
い
う
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
も
、
こ
こ
で
は
「
自
然
」
が
、
「
心
」
に
対
立
す
べ
き
絶
対
的
秩

序
に
相
当
す
る
概
念
で
あ
る
と
考
え
て
大
過
あ
る
ま
い
。

こ
の
よ
う
に
、
羅
山
の
非
朱
子
学
的
な
六
轄
三
略
的
世
界
に
は
、
『
老
子
口

義
』
の
影
響
の
痕
跡
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
羅
山
の
朱
子
学
思

想
に
与
え
た
『
老
子
口
義
』
の
影
響
の
痕
跡
を
見
出
す
こ
と
は
極
め
て
難
し

い
。
そ
れ
は
、
朱
子
学
思
想
に
比
べ
て
、
『
六
霜
』
『
三
略
』
の
思
想
が
元

来
、
老
子
思
想
と
深
い
関
わ
り
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
も
拠
っ
て
い
る
の
で
あ

ろ
う
。
ま
た
、
そ
れ
は
、
羅
山
の
六
籍
三
略
的
世
界
の
形
成
時
期
が
朱
子
学
思

想
の
形
成
時
期
よ
り
も
遅
れ
て
い
る
こ
と
に
も
拠
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
す
な

わ
ち
、
羅
山
が
『
老
子
口
義
』
を
受
容
し
自
ら
の
思
想
と
し
て
消
化
し
て
い
っ

た
時
期
に
は
、
羅
山
の
朱
子
学
思
想
は
、
す
で
に
あ
る
程
度
形
作
ら
れ
て
い
た

は
ず
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
六
諮
三
略
的
世
界
の
思
想
形
成
は
、
未
だ
な

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
羅
山
の
六
轄
三
略
的

世
界
に
は
、
『
老
子
口
義
』
か
ら
の
影
響
を
受
け
る
余
地
が
十
分
に
残
っ
て
い

た
は
ず
で
あ
り
、
『
老
子
口
義
』
の
影
響
が
表
わ
れ
る
こ
と
は
、
必
然
と
も
言

鱈
え
ブ
（
》
。
し
か
し
、
羅
山
の
朱
子
学
思
想
に
対
し
て
、
『
老
子
口
義
』
が
影
響
を
全
く

与
え
な
か
っ
た
と
は
言
い
切
る
こ
と
は
で
き
ま
い
。
そ
の
影
響
に
つ
い
て
探
求

し
て
ゆ
く
こ
と
は
、
極
め
て
困
難
な
作
業
で
あ
る
と
同
時
に
、
価
値
の
あ
る
作

業
で
あ
る
。
今
後
の
課
題
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

注

（
１
）
「
日
本
に
お
け
る
老
荘
学
」
一
九
三
七
年
初
出
。
『
武
内
義
雄
全
集
第

六
巻
・
諸
子
篇
一
』
（
一
九
七
八
年
・
角
川
書
店
刊
）
所
収
。

（
２
）
武
内
義
雄
「
日
本
に
お
け
る
老
荘
学
」
（
前
掲
）
に
基
づ
く
。

五
九



（
３
）
栂
野
茂
「
近
世
に
お
け
る
老
子
口
義
」
に
基
づ
く
。
『
支
那
学
研
究

（
広
島
大
学
）
・
三
三
』
（
一
九
六
八
年
）
所
収
。

（
４
）
永
窪
啓
治
「
林
羅
山
の
老
子
理
解
」
に
基
づ
く
。
『
香
川
中
国
学
会
報

・
六
』
（
一
九
六
六
年
）
所
収
。

（
５
）
福
永
光
司
「
江
戸
期
の
老
荘
思
想
」
に
基
づ
く
。
一
九
七
二
年
初
出
。

『
道
教
と
日
本
文
化
』
（
一
九
八
二
年
・
人
文
書
院
刊
）
所
収
。

（
６
）
元
和
四
年
の
『
老
子
口
義
』
羅
山
手
校
本
（
内
閣
文
庫
所
蔵
）
に
よ
っ

た
。
原
漢
文
。
な
お
、
引
用
に
際
し
て
、
使
用
漢
字
に
つ
い
て
は
、
常

用
漢
字
表
で
示
さ
れ
て
い
る
も
の
は
そ
の
字
体
を
、
そ
の
他
は
旧
漢
字

を
用
い
た
。
他
の
史
料
の
引
用
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

（
７
）
『
無
求
備
斎
老
子
集
成
』
所
収
。

（
８
）
同
右
。

（
９
）
同
右
。

（
蛆
）
『
解
題
叢
書
』
所
収
。

（
ｕ
）
『
無
求
備
斎
老
子
集
成
』
所
収
。
引
用
に
際
し
て
、
読
点
を
適
宜
加
え

た
。

（
吃
）
『
無
求
備
斎
老
子
集
成
』
所
収
。

（
過
）
ま
た
、
春
台
は
『
紫
芝
園
漫
筆
』
（
巻
五
）
に
お
い
て
も
、
「
林
希
逸

の
老
荘
列
口
義
、
最
も
鈍
劣
浅
学
た
り
、
取
る
に
足
ら
ざ
る
の
承
（
原

漢
文
）
」
と
述
べ
て
い
る
。

（
Ｍ
）
『
無
求
備
斎
老
子
集
成
』
所
収
。

（
喝
）
な
お
、
祖
侠
学
派
の
『
老
子
』
受
容
に
関
し
て
は
、
野
口
武
彦
「
柤
侠

学
派
に
お
け
る
『
老
子
』
受
容
」
に
詳
し
い
。
一
九
七
四
年
初
出
。

『
江
戸
人
の
歴
史
意
識
』
（
朝
日
選
書
・
一
九
八
七
年
刊
）
所
収
。

（
焔
）
『
無
求
備
斎
老
子
集
成
』
所
収
。

（
Ⅳ
）
同
右
。

（
肥
）
同
右
。

（
岨
）
『
道
春
点
首
書
本
』
は
、
正
保
二
年
（
一
六
四
四
）
に
刊
行
さ
れ
て
以

来
、
羅
山
の
没
後
に
至
っ
て
も
引
き
続
き
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、

『
江
戸
時
代
書
林
出
版
書
籍
目
録
集
成
』
所
収
の
当
時
の
書
籍
目
録
に

は
、
『
老
子
経
道
春
点
』
『
老
子
経
頭
書
』
等
の
名
称
で
載
録
さ
れ
て

い
る
。

（
別
）
国
会
図
書
館
所
蔵
。
同
書
は
、
羅
山
没
後
の
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）

の
刊
行
で
あ
る
が
、
巻
末
に
次
の
よ
う
な
羅
山
の
自
賊
が
附
さ
れ
て
い

ヲ
（
》
Ｏ

正
保
二
年
、
三
月
五
日
、
老
子
全
部
、
倭
字
を
以
て
こ
れ
を
抄
解
し

畢
ん
ぬ
、
去
月
二
十
五
日
に
始
ま
り
此
に
至
り
て
其
の
章
を
終
ふ
、

鈎
命
に
依
り
て
な
り
、
蓋
し
希
逸
口
義
を
演
ぶ
と
云
ふ
（
原
漢
文
）

な
お
、
羅
山
の
著
作
と
さ
れ
る
『
老
子
』
和
文
注
釈
書
は
、
『
老
子
抄

解
』
の
他
に
『
老
子
経
抄
』
が
あ
る
が
、
す
で
に
日
野
龍
夫
氏
か
ら
の

指
摘
が
あ
る
よ
う
に
、
同
書
は
羅
山
の
著
作
を
完
全
に
伝
え
た
も
の
と

は
言
い
難
い
。
『
講
座
日
本
近
世
史
九
・
近
世
思
想
論
』
（
本
郷
隆
盛

・
深
谷
克
己
編
一
九
八
一
年
・
有
斐
閣
刊
）
「
儒
学
思
想
論
」
（
日

野
龍
夫
著
）
参
照
。

（
別
）
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、
池
田
知
久
「
日
本
に
お
け
る
林
希
逸
『
荘
子

盧
斎
口
義
』
の
受
容
」
（
『
二
松
学
舎
大
学
論
集
』
第
三
十
一
号
。
一

九
八
八
年
刊
）
以
外
に
は
、
先
学
に
よ
る
論
及
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

な
お
、
池
田
氏
は
、
『
荘
子
口
義
』
の
受
容
を
中
心
と
し
て
、
三
子
口

六
○



（
配
）
儒
家
の
経
典
か
ら
の
引
用
部
分
の
出
典
を
、
章
ご
と
に
示
し
た
。
同
一

章
の
中
に
複
数
の
経
典
か
ら
の
引
用
が
あ
る
場
合
は
、
引
用
順
に
即
し

む
る
や
、
自
然
の
道
な
り
、
↑

其
の
均
平
を
得
ず
」
と
あ
る
。

（
”
）
『
日
本
思
想
大
系
二
八
藤
舌

波
書
店
刊
）
に
よ
っ
た
。
以
祓

波
書
店
刊
）

藤
原

（
恥
）

（
別
）
「
道
を
為
せ
ば
日
に
損
し
、
学
を
為
せ
ば
日
に
益
す
、
此
れ
等
の
字

義
、
儒
書
と
同
じ
く
論
ず
べ
か
ら
ず
」
と
あ
る
。

（
筋
）
「
但
だ
荘
老
を
読
む
者
、
当
に
荘
老
の
字
義
を
以
て
こ
れ
を
観
る
べ

し
、
若
し
こ
れ
を
孔
孟
に
合
せ
ん
と
欲
す
れ
ば
、
則
ち
字
多
く
窒
碍

し
、
若
し
こ
Ｌ

義
全
体
の
受
容
の
要
因
に
つ
い
て
、
巨
視
的
な
立
場
か
ら
の
論
及
を
行

な
っ
て
い
る
。

（
助
）
『
羅
山
先
生
年
譜
』
（
慶
長
元
年
）
に
、
「
先
生
十
四
歳
、
今
こ
こ
に

永
雄
、
南
華
口
義
を
講
ず
、
其
の
援
け
用
ふ
る
所
、
し
ば
し
ば
先
生
に

請
ひ
て
こ
れ
を
校
へ
出
す
（
原
漢
文
）
」
と
あ
る
。
ま
た
、
『
羅
山
先

生
文
集
』
巻
第
三
「
祖
博
に
答
ふ
」
に
も
、
永
雄
か
ら
『
荘
子
口
義
』

を
授
け
ら
れ
た
旨
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
路
）
第
一
章
に
お
い
て
提
示
し
た
元
和
四
年
の
「
老
子
口
義
賊
」
の
中
で
、

羅
山
は
「
希
逸
、
諸
家
に
視
ぶ
る
に
最
も
優
れ
た
り
」
と
述
べ
て
い

様
で
あ
る
。

『
老
子
口
義
』
第
三
十
二
章
に
は
、
「
民
の
天
下
に
在
る
、
自
ら
生
じ
せ
し

自
ら
養
ひ
て
、
均
平
な
ら
ず
と
い
ふ
こ
と
莫
し
、
誰
か
実
に
こ
れ
を
使

む
る
や
、
自
然
の
道
な
り
、
若
し
心
を
容
れ
て
使
む
る
と
ぎ
は
、
則
ち

Ｇ

す
」
と
あ
る
。

る
。

猩
窩
・
林
羅
山
』
（
一
九
七
五
年
・
岩

以
降
の
『
春
鑑
抄
』
の
引
用
に
つ
い
て
も
同

て
出
典
を
示
し
た
。

（
羽
）
内
閣
文
庫
所
蔵
本
に
よ
っ
た
。

一
ハ
ー （

筑
波
大
学
大
学
院
）


